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中
央
最
低
賃
金
審
議
会 

７
月
１
１
日
、
厚
生
労
働
省

の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が

令
和
７
年
度
の
最
低
賃
金
引

き
上
げ
の
目
安
を
決
め
る
審

議
に
入
っ
た
。 

石
破
総
理
は
「
２
０
２
０
年

代
に
全
国
平
均
１
，
５
０
０
円
」

を
発
言
し
、
実
現
に
向
け
た
審

議
を
求
め
て
い
る
。 

し
か
し
、
実
現
に
向
け
て
の

壁
は
高
く
、
昨
年
度
、
５
．
１
％

と
過
去
最
高
の
上
げ
幅
を
記

録
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
賃
上

げ
で
な
け
れ
ば
、
実
現
は
不
可

能
だ
。 

現
在
は
、
１
，
０
５
５
円
が

全
国
平
均
の
為
、
５
年
で
４
４

５
円
、
つ
ま
り
、
８
９
円
の
引

き
上
げ
を
５
年
連
続
達
成
し

て
、
１
，
５
０
０
円
に
届
く
計

算
と
な
る
。 

目
標
達
成
に
向
け
た
試
金

石
と
な
る
今
回
の
賃
上
げ
は

特
に
重
要
の
為
、
注
視
さ
れ
て

い
る
。 

賃
金
格
差
の
是
正
が
必
要 

 
現
在
の
最
低
賃
金
で
は
、
東

京
都
が
一
番
高
く
、
１
，
１
６

３
円
と
な
っ
て
い
る
。 

 

最
も
低
い
の
は
、
秋
田
県
の

９
５
１
円
だ
。 

 

前
年
ま
で
は
、
岩
手
県
が
最

も
低
か
っ
た
が
、
５
９
円
上
げ

て
９
５
２
円
と
な
り
、
最
下
位

を
脱
却
し
た
。 

同
じ
仕
事
を
し
て
も
、
働
く
地

域
に
よ
っ
て
賃
金
が
異
な
る

地
域
格
差
は
是
正
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
金
額
差
は
わ
ず
か

な
が
ら
、
縮
小
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
時
給
で

２
１
２
円
の
差
が
あ
り
、
８
時

間
で
、
１
，
６
９
６
円
も
日
給

に
差
が
生
じ
る
。 

１
か
月
で
は
、
３
万
円
以
上
の

所
得
差
と
な
る
為
、
小
さ
な
差

と
は
言
え
な
い
。 

政
治
家
の
言
葉 

 

「
２
０
３
０
年
度
に
賃
金
１

０
０
万
円
増
」
を
与
党
は
掲
げ

て
い
る
。 

こ
の
根
拠
を
推
察
す
る
と
、
最

低
賃
金
の
目
標
と
重
な
る
事

が
分
か
る
。 

 

現
在
、
時
給
千
円
で
１
日
８

時
間
２
０
日
労
働
を
１
２
カ

月
行
う
と
年
間
１
９
２
万
円

の
所
得
と
な
る
。 

同
条
件
で
最
低
賃
金
が
１
，
５

０
０
円
で
計
算
す
る
と
９
６

万
円
所
得
増
え
る
。 

 

賃
金
１
０
０
万
円
増
に
近

い
値
と
な
る
。 

 

し
か
し
、
実
現
に
は
先
に
記

述
し
た
通
り
、
高
い
壁
を
超
え

る
必
要
が
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
５
年
後
で
は
な
く
、

政
治
決
断
と
し
て
、
１
日
で
も

早
く
、
全
国
一
律
１
，
５
０
０

円
以
上
の
最
低
賃
金
の
実
現

が
必
要
だ
。 

実
質
賃
金
の
低
下 

 

７
月
７
日
、
厚
生
労
働
省
は
、

５
月
分
の
毎
月
勤
労
統
計
調

査
の
速
報
を
公
表
し
た
。 

 
実
質
賃
金
は
全
年
同
月
よ

り
、
２
．
９
％
減
り
、
５
か
月

連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。 

 

統
計
を
見
る
と
、
一
般
労
働

者
の
現
金
給
与
総
額
は
５
０

カ
月
連
続
プ
ラ
ス
を
記
録
し

て
い
る
。 

 

そ
れ
以
上
に
物
価
が
上
が

っ
た
為
、
実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
る
。 

 

主
食
で
あ
る
お
米
の
値
段

が
高
く
な
っ
た
と
注
目
を
集

め
て
い
る
が
、
お
米
に
限
ら
ず
、

値
段
は
上
が
っ
て
い
る
。 

 

更
に
、
今
後
値
上
げ
す
る
事

を
公
表
し
て
い
る
商
品
等
も

多
く
あ
り
、
家
計
的
に
は
厳
し

い
状
況
が
続
く
見
込
み
だ
。 

 

こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
化

と
大
幅
ア
ッ
プ
を
国
策
と
し

て
行
う
必
要
が
あ
る
。 

ト
ラ
ン
プ
シ
ョ
ッ
ク 

 

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を

一
転
し
大
幅
関
税
を
か
け
て
、

自
国
の
産
業
保
護
を
前
面
に

出
し
た
政
策
を
示
し
て
い
る
。 

 

貿
易
赤
字
が
生
じ
て
い
る

日
本
も
対
象
で
、
輸
出
額
の
大

き
い
日
本
は
特
に
影
響
が
大

き
い
。 

 

為
替
相
場
も
大
き
く
動
き
、

円
安
方
向
と
な
っ
て
い
る
。 

 

輸
出
額
が
大
き
い
日
本

に
と
っ
て
円
安
は
利
益
と

な
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食

糧
等
、
輸
入
す
る
場
合
は
、

物
価
高
に
拍
車
を
掛
け
る

の
が
円
安
だ
。 

 

為
替
と
関
税
は
日
本
に

限
ら
ず
国
益
の
重
要
課
題

で
あ
る
為
、
簡
単
に
妥
協
せ

ず
、
し
っ
か
り
と
国
益
を
守

る
必
要
が
あ
る
。 

諦
め
ず
に
双
方
が
納
得

で
き
る
着
地
点
を
見
つ
け

る
必
要
が
あ
る
。 
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今後の予定 
  

 

● ８月１９日（火）１７：００～ 

第１２回呉支部執行委員会 

  支部事務所 

  

 

次号は ８月 ５日 予定 

選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う 

 

７
月
２
０
日
は
参
議
院
選
挙

の
投
票
日
で
す
。 

 

選
挙
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

 

１
票
の
重
み
が
異
な
る
と
、

し
ば
し
ば
裁
判
に
な
る
事
も
あ

り
ま
す
が
、
国
の
将
来
を
決
め

る
の
は
、
国
民
で
す
。 

 

た
か
が
１
票
で
は
な
く
、
そ

の
１
票
１
票
が
議
員
を
選
び
国

政
を
決
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
投
票
率
が
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
、
議
員
が
変
わ
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。 

現
在
議
員
と
し
て
活
動
し
て

い
て
も
、
問
題
を
起
こ
せ
ば
落

選
し
易
く
な
る
為
、
そ
う
し
た

政
治
家
が
減
り
、
国
民
目
線
の

政
治
が
行
わ
れ
易
く
な
り
ま

す
。 

 

そ
の
為
に
も
、
ま
ず
は
、
個

人
と
し
て
で
き
る
投
票
に
参
加

し
、
政
治
に
参
加
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

全国一律、最低賃金 

１，５００円以上 

 早期実現が必要 


